
第 2版はしがき

主権者としての「知力」を養い、政治を見る目を鍛え、日本の政治を前進させていくために役立つ
ことを願い、私は本書を執筆しました。それから 4年が経過しています。この間、日本はかつてない
大きな出来事に遭遇し、社会や政治も変わってきています。その変化に応じて加筆し、必要最小限の
事項を補充したのが、この第 2版です。
本書刊行以降、日本が直面した何よりも大きな出来事は、2011 年 3 月 11 日に勃発した巨大地震と
大津波による東日本大震災、それに伴って発生した福島第 1原子力発電所の過酷事故（シビア・アク
シデント）です。これによって、日本の社会と政治が抱えていた問題点があぶりだされました。
巨大地震の発生は自然現象であり、地震国日本にとっては避けられない災害です。しかし、それに
対する備えがしっかりしていて救助・救援体制が万全なら、被害を最小にすることができたはずです。
残念ながら、地震対策と津波対策も、その後の救助・救援体制も極めて不十分でした。原子力発電所
の事故による避難についても、多くの問題がありました。
これらの政治・行政上の施策や対応が不備であったため、失われずに済んだはずの多くの人命が犠
牲になりました。こうして、政治が対応すべき大きな課題が浮き彫りになったのです。
とりわけ、震災後の救援活動を阻み、放射能被害を避けるために周辺住民の避難や移住を余儀なく
させた福島第 1原子力発電所の事故は、「安全神話」の破たんを明確にするものでした。原子力発電
は国策として推進されてきたのであり、それに伴う巨大災害の発生はまさに人災というべきものです。
この点でも、政治のあり方が鋭く問われました。
他方、政治の面では、民主党を中心とした連立政権から自民党を中心とした連立政権への政権交代
という大きな出来事がありました。2012 年の自民党の政権復帰は、ほとんど民主党による「オウン
ゴール」とも言える失敗によるものです。
しかも、自民・公明連立政権の首班として登場したのは、安倍晋三元首相でした。再登板した安倍
首相は、当初は「アベノミクス」を掲げてデフレ不況からの脱却と経済の再生を目指しましたが、参
院選で「ねじれ状態」が解消されて以降、第 1次安倍内閣の目標であった「戦後レジームからの脱却」
へと重点を移行させ、「積極的平和主義」に基づく「戦争できる国」づくりをめざすことになります。
そのために安倍首相は、憲法 9条の解釈を変え、集団的自衛権の行使容認を閣議決定しました。そ
の結果、戦後の日本のあり方や国の形が大きく変わり、憲法の根幹である平和主義が有名無実となっ
てしまう恐れが強まっています。
日本は大きな転換点に差しかかりました。そのような転換が必要なのか、転換してどのような方向
に進んでいくのかが、国民一人一人に問われているのではないでしょうか。日本と日本人の将来をか
けたこのような問いに正しく答えることが、これまで以上に求められているように思われます。
主権者としての「知力」を養い、政治を見る目を鍛えることがますます必要になっています。政治
と政治家を見極め、誤りのない道を選択し、日本の政治を前に進めるために、これからもこの本が皆
さんの役に立つことを願っています。
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